地域密着型サービス運営推進会議記録（第　７３　回）

	施設名
	シルバー小規模多機能ホーム

	施設種類
	小規模多機能型介護事業所

	開催日時
	開催は中止　郵送にて報告書のみ

	会場
	上中町岡２２２－１　シルバー小規模多機能ホーム

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	３人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	１人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	２人



	報告事項
	１．現状報告
７月の利用者状況…入院…１名　宿泊利用者…２名
（入院）
　　訪問サービスを利用中の方に発熱症状があり、発熱外来を受診された。検査により尿路感染症と診断を受け、一週間の入院となった。症状の改善後退院され、今までの生活に戻られる。
（宿泊）
1. 週３回のデイサービスを利用されていた方が自宅で転倒され整形にて検査を受ける。骨に異常は見られなかったが、強い痛みがあり自宅での生活が困難となった為、泊りの利用となった。その後、痛みは徐々に改善したが、自宅の構造が利用者の身体状況に合っておらず今後の生活が心配される為、他の施設への入所を前提として手配ができるまでの間、泊りを利用することとなった。
1. 透析通院中の方が体調の不安定な状況が続き、自宅での生活が困難となり泊りを中心とした利用に変更となっています。

８月の利用者状況…入院…１名　区分変更による介護度の変更…２名
（入院）
先月発熱により入院されていた方が、発熱症状が出て再度入院となった。今回は尿管ステントの処置を受け、１０日ほどで退院された。その後の経過は順調で現在まで症状は見られない。
　（区分変更）
1. 先月より泊り中心に利用が変更となった方が、区分変更を行い要支援1→要介護１に変更となっています。
1. 先月より泊りを利用されていた方が、区分変更により要介護２→要介護４へ変更となっています。
　
課題の実施状況
　７月　　・高齢者虐待・身体拘束について（社内研修）
　　　　　（身体的虐待）（心理的虐待）（介護・世話の放棄・放任）
　　　　　（性的虐待）（経済的虐待）
（身体拘束の条件）（身体拘束の3原則）（身体拘束の弊害）
（身体拘束をしない環境づくり）
　８月　　・介護現場の接遇とマナーについて（社内研修）
　　　　　（接遇を身に付けるメリット）（挨拶・声掛け）（言葉遣い）
　　　　　（表情・笑顔）（態度）（身だしなみ）
　　　　　・高齢者施設における感染対策について（オンラインによる外部研修）
　　　　　（感染対策）（クラスタ―時などの業務継続）（徳島県でのCOVID19対応）
　　　　　・介護事業所における高齢者虐待防止のための体制設備研修
　　　　　　会（オンラインによる外部研修）
　　　　　　講義「なぜ虐待は無くならないのか…？体制設備とリスクヘッジのかけ方」
　　　　　
２．主な行事
　　　７月＝（七夕）　　８月＝（父の日）
３．今後の課題
　　　　９月　　　身体観察について（社内研修）
　　　　　　　　　外部評価に向けて（自己評価）
　　　　　　　　　4回目ワクチン接種（利用者・職員）
　　　１０月　　　送迎について（社内研修）
今後の予定
９月＝（敬老の日）　　１０月＝（コスモス花見）

	
	

	議題
	コロナウイルス感染拡大の影響により、報告書のみ郵送にて対応

	
	

	
	



